















郡の一村に生まれた K 氏が、1940 年から 1944 年にか
けて京都に留学していた時に記していた日記の一節である。勉学のために住み慣れた朝鮮の農村を離れ、
宗主国の地方都市に異邦人として単身やってきた K 氏が、故郷の夢を見て思わず朝寝坊してしまったこ
とを綴っている。本稿の主人公はこの K 氏であり、主たる研究対象は、彼が 1940 年から 43 年にかけ
て書き残した日記である。
私はこれまで 2 人の朝鮮人青年が書いた日記を素材に研究論文を書いたことがある。1 人は醴泉の隣
にある尚
サンジュ
州という地域に生まれ育った S 氏（1914 年生まれ）である。彼は 1931 年から 38 年にかけて














筆者 主居住地 日記期間 言語 満年齢 最終学歴
① S 氏 農村（尚州） 1931 ～ 38 年 朝鮮語 17 ～ 24 歳 普卒。中学中退。
② A 氏 植民地都市（ソウル） 1941 年 日本語 19 ～ 20 歳 普卒。養成所修了。




鮮人男性の就学率は 36.7%、朝鮮人女性は 9.9% という状況だったことを考えれば５）、この 3 人は平均
以上の学歴を持っていたと評価することはできる。
一方、3 人の置かれた状況に違いもある。このうち S 氏のみが農村部に住んでおり、他の 2 人は都市



















は数多くの離農者を生み出した。1920 年代末の調査によれば、離農者の 73% は朝鮮内の商工業等で働




日朝鮮人の推計人口は 1927 年の約 30 万から 1935 年には約 60 万と倍増し、1930 年に約 60 万だっ




























年 日記帳標題 日記帳出版社 本文以外の記述項目等 特徴等
1940 昭和十五年　當用日記 國民出版社 天気、寒暖、今日の話、
予記、発信、受信
標題紙～ 4 月 2 日、12 月
19 日～が欠落
1941 昭和十六年　當用日記 田中宋榮堂 天気、寒暖、特別記録
（1 頁に 2 日分）
1942 一日一想　心の日記 教育資料株式會社 （日記本文のみ） 「誕生日一覧」および「知
人名簿」に記載あり





































踏査した時のことであった。彼女は、1942 年の日記末尾（K411231）に 2 度記された地名等を手がかり
に S 里に行き、幸運にも K 氏を直接知っていた親戚 G 氏に会うことができた。彼女は、K 氏が残念なが
ら 1992 年に逝去していたこと、夫人は市内で暮らしていること、解放後に K 氏は教員をしたことなど、









S 里は K 氏のある一派の集姓村である。現在もこの一族の入郷祖〔当該地域に初めて定住した祖先〕









S 里には K 氏と同じ姓をもつ親族が 59 戸集まって住んでいた 10）。K 氏の出生年については、1942 年の
「誕生日一覧」において、「自分」の誕生日として「大正十四年十二月十二日」、すなわち 1925 年 12 月
12 日と「甲子十月二日」、すなわち 1924 年 10 月 2 日の 2 つの日付が記されている。彼が教員生活を
終える頃に開かれた「停年退任式」（1991 年 2 月）の配布資料には前者の日付が印字されている。おそ
らく実際の生まれが 1924 年であり、戸籍上の誕生日が 1925 年なのであろう。同「誕生日一覧」では
祖父・父・母の誕生日のみが記入されており、実際、K 氏は一人息子であった。K 氏が生まれ育った家
には今は誰も住んではいないが、建物自体はまだ残っている（図 3）。
K 氏は地元の普通学校に 1933 年入学し 1939 年に卒業した。前掲の停年退任式配布資料によれば、
1940 年 4 月から 1944 年 3 月まで京都の立命館第四中学校に通った（図 4）。立命館第四中学校とは、
立命館夜間中学校が 1943 年に改称したものである。『立命館百年史』によれば、立命館中学校は 1924
年に上京区小山上総町に移転した。位置としては現在の地下鉄北大路駅の西側であり、今は立命館小学
校が建っている。立命館夜間中学校が、「昼間に於て中学校教育を受け能はざるものの為めに」立命館中
学校に併設されたのは 1937 年のことであった 11）。残された日記はこの夜間中学校に通っていた時代の
ものであり、この時期の経験については次節以降で詳しく検討する。
G 氏によれば、K 氏を心配した両親と祖父は病気の報せを京都に送り、K 氏はそれで帰郷した。とこ
ろがそれは仮病であった。それでも彼はそのまま学校をやめ、故郷に残ることになったという。K 氏の
遺族が立命館中学校に確認したところによれば、彼は 1940 年 4 月 8 日に第 1 学年に入学し、1944 年
3 月 8 日の第 4 学年まで在籍していた 12）。立命館夜間中学は入学資格が尋常小学校卒業、修業年限 5 年
だったので 13）、中途退学したということになろう。







彼は初等学校教員を速成で養成する講習所に通い、1946 年 10 月から 1970 年 2 月まで教師、1970 年
3 月から退職する 1991 年 2 月まで校監（教頭）を務めた。彼は 45 年近くに渡る教員生活をやめて間
もない 1992 年、病により逝去した。子どもは 4 男 3 女であり、いずれも韓国で活躍した。












族は西陣の翔鸞学区のある路地の家で間借りしていたと考えられる（図 6）14）。1935 ～ 36 年に京都市
社会課が京都市在住朝鮮人を網羅的に調査したところによれば（以下「京都市調査」と略称）、翔鸞学区
の朝鮮人世帯数は 171（全世帯の 4.9%）、人数










のうち「内地」に渡来した理由は、朝鮮における生活困難 34.1%、求職出稼ぎが 31.2%、金儲け 14.1% と、
経済的理由を掲げる者が合計約 8 割に達していた。勉学目的は全体の 1.4% ほどに過ぎなかったが、K 氏
はその貴重な一例に当たる。K氏のように渡航時に京都に縁故があった者は 64.9%で、全く縁故のなかっ
た 29.3% よりもずっと多く、いわゆる連鎖移民（chain migration）が形成されていたことが分かる。縁
故があった者のうち知己友人を頼った者は 62.9%、家族・親戚が 35.3%（家族 20.2%、親戚 15.1%）であっ
た。これは労働従事者のみの統計なので、随伴者を含めれば家族・親戚の割合はもっと高くなるであろう。
夜間中学校は毎年募集定員が 100 名であり、K 氏によればそのなかに「我が半島同胞も大部居る」






また、7 歳以上の朝鮮人で中学校以上の卒業・在学・中退の学歴を持っていた者は 4.8% に過ぎなかった
ので、K 氏の学歴は典型的とはいえないことには注意が必要であろう。ただ、K 氏の同郷の 2 人が 1941
年に京都にやってきて、それぞれ東洋クロスと染工場で働きながら上級学校に進学していたことからし
て（K411019）、珍奇な事例でもなかった。












（K400830）。京都市調査によれば朝鮮人の平均月収は 30.2 円、月収 10 円以下の者は 9.2% であったので、
さすがにこれでは勉学しながら生活を維持できる水準ではなかったのであろう。1941 年からは納付金
が 7 円 50 銭に値上がりしたので、彼は「高すぎる」とぼやいている（K410414）。故郷に送金していた
様子もなければ、故郷から仕送りをされていた様子もほぼなく、自らの必要な資金を自ら稼いでいたと
見られる 16）。




（1930 年、有業者計 9,486 人）
順位 職業（小分類） 人数 ％
1 染色工・捺染工 1,526 16.1%
2 土工 985 10.4%
3 雑役夫 697 7.3%
4 機織工 665 7.0%
5 店員・売子 518 5.5%
6 撚糸工 286 3.0%
7 日傭 273 2.9%







に限る」といった広告も京都では 1939 年頃にはなりをひそめたとする史料もある 19）。その一方で後述









































陣織業者約 8 千世帯のうち賃織業者は 4,937 世帯を占めていたが、その出生地別の内訳をみると、朝鮮











ところがこの仕事も辞めざるを得ない状況に追い込まれた。奢侈品等製造販売制限規則が 1940 年 7
月 7 日より施行され（7.7 禁令）、豪華な西陣織は贅沢品として製造や在庫品の販売が厳しく制限された。
このニュースを知った K 氏は早速「先生に職を一つ頼んでおいた」と学校経由で転職の準備を始めた
（K400706）。7 月 16 日からは「約 2 週間休機」となり、仕事が休みとなった。7 月 28 日にはまた休機の
ニュースに接し、K 氏は転職を急いだ。まず新聞に載っていた給仕採用の広告を見て行くが、男は採用
しないといって断られた（K400801）。千本通にあった店員募集の広告を見て訪ねたのが、四条烏丸の大
丸百貨店前の植村文具店（現存せず）であった（K400802）。翌日採用が決まり、8 月 4 日より勤務する
ことになった。
京都市調査によれば、公私設の紹介所を通じて就労する朝鮮人は 8.9% に過ぎず、最も多いのは友人・
知人の紹介で就労した者 55.4% であり、ここに家族・親戚の 4.2% を加えれば約 6 割が縁故を頼って採
用されていた。ただ K 氏のように直接職業を開拓した者の割合も 24.0% はいた。K 氏の場合、ちょうど
立命館夜間中学の 3 年に在学していた別の朝鮮人留学生が辞めるタイミングだったため、その後任とし
て採用されたようである（K400804, 05, 07）。
②四条烏丸の文具店（1940 年 8 月～ 1941 年 5 月）



















③乳製品配達（1941 年 5 月～ 1942 年 1 月）
今度の仕事は、朝に乳酸菌飲料「ヴァリー」を小瓶に詰め、配達し、その後回収した瓶を洗うという
単純な作業であった。この業者は不明だが、「自分等勝手に乳酸菌組合を名乗」っているだけで「未だ府











④西湖堂印刷所（1942 年 3 月～ 9 月）
1 ヶ月ぶりに故郷から京都に戻ってきた K 氏は、再び西陣の叔父宅に身を寄せた。だが居候の生活が
気まずいので、植村文具店の主人に紹介してもらい、西湖堂印刷所（高倉通四条下ル）に丁稚として入
ることになった（K420325）。この印刷所は 5 台の印刷機をもち、十数名の植字工を雇っていた合名会社












⑤日本紡績新聞社配達員（1942 年 10 月～ 1943 年 4 月）
日本紡績新聞社京都支局（京都市下京区烏丸五条下ル）は、日本紡績通信社を前身とした紡績専門の『日
本紡績新聞』を発行しており、K 氏の記述によれば「紡績関係の各種商店会社等」を購買範囲とし、京




た（K430331）25）。それを受けて K 氏は 30 円の退職金をもらって辞めることになった（K43040416）。次の
職場は、この支局が看板を下ろした後に入ってきた関連会社と思われる大阪鋼化工業所の京都出張所で
あり、そこに何人かの同僚とともに移ることになった。












番号 始 終 職場・場所 仕事内容 居住 就職経路 退職動機・背景








② 40/08 41/05 植村文具店（四条通
高倉西入）
丁稚 住込 広告 勉学ができないため















⑥ 43/05 43/09 大阪鋼化工業所（烏
丸通五条下ル→大阪
工場）
雑務 住込 前職場の紹介 ? 大阪勤務で勉学ができ
ないため









以上、7 つの仕事を転々としながら苦学していた様子を描写した。表 4 にここまでの叙述をまとめた。
平均在職期間 6.4 ヶ月という短期間に低賃金の非熟練労働市場を渡り歩いていたことになる。京都市調










0 0 0 0




















もしていたようで、学校の通知簿をはじめよく物を取りに行っていた。1942 年の故郷帰省後に 1 ヶ月
ほど住んでいたのもこの家であった。
K2 は京都の山科に住む叔父（おそらく父方）の家であり、K 氏が休日などによく泊まりに行ったりし






をかいくぐって白米を買いに来たりもしていた（K430103, 04）。配給米が不足していた K 氏も、こっそり
米を持たせてもらったこともある（K430105, 31, K430321）。
京都・大阪以外の地域にも親族は広がっていた（図9）。その様子を書簡のやりとりを通じて見てみよう。




































































地域 計 行政区域 相手 数





満洲 5 － 親族 5
日本 14 東京 親族 7
大阪 親族 3
その他 － 4








故郷への思いを募らせていた K 氏は、4 年の間に 2 度だけ帰省した。1 回目は 1941 年の陽暦正月を
































































年よ !! 起てよ !! いざ起てよ !!」と書いている（K430414）。
だが、K 氏はこの戦争に全面的に賛同していたわけではない。たとえば朝鮮人への徴兵制実施には反























































































































４）　 私が S 氏を事例に、日記を史料とする論文を最初に発表したのは 2003 年のことである（「「新旧」の間で：日







８）　 この概要については、拙稿「朝鮮の地域社会と民衆」（山室信一他編『東アジア近現代通史第 5 巻　新秩序の模
索　1930 年代』岩波書店、2011 年）で論じた。
９）　 梶村秀樹「定住外国人としての在日朝鮮人」（『思想』734 号、1985 年。『梶村秀樹著作集』第 6 巻、明石書店、
1993 年所収）。
10）　 善生永助『朝鮮の姓』（朝鮮総督府、1934 年、附録）。
11）　以上は立命館百年史編纂委員会『立命館百年史』（立命館、1999 年、通史 1、376-379 頁および 563 頁）。







なお、1933 年の調査によれば、上京区の西陣賃織業者 4,937 世帯のうち、実に 4,789 世帯（97.0%）までも
が借家に住んでいた（京都府方面事業振興会『西陣賃織業者に関する調査』社会調査第 2 輯、1934 年、138-
139 頁）。
15）　 京都市社会課『市内在住朝鮮出身者に関する調査』（調査報告第 41 号、1937 年）。この調査は、区役所の寄留
簿および警察署の戸口簿から抜き出した朝鮮人全人口 31,143 人（警察戸口簿による）を対象に実施したもの
である。有効回答は 7,422 世帯、26,550 人という非常に大規模な調査である。




20）　 京都市社会課の調査（『西陣機業に関する調査』調査報告第 44 号、1938 年、32 頁）によれば、ビロード（天
鵞絨）は 1 段＝ 1 尺 1 寸を単位として工賃が定められていたという。K 氏日記では、32 枚で 9 円 60 銭との勘
定が記されており（K400430）、1 枚 30 銭で請け負っていたとみられる。

























32）　 卞恩眞「일제의 식민통치논리 및 정책에 대한 조선민중의 인식（1937-45）」『한국독립운동사연구』14, 2000 年、
320 ～ 328 頁。
33）　 「在京朝鮮人学生の懇談会に於ける特異言辞」（『特高月報』1941 年 10 月分、朴慶植編『在日朝鮮人関係資料





センター研究紀要』第 3 号、1998 年）。なお、曺寧柱も醴泉の出身であった。
35）　梶村・前掲「定住外国人としての在日朝鮮人」18 頁。

